








北前船と近世近代の航路・航路標識～瀬戸内芸予諸島を中心に

図３：尾道住吉神社常夜灯

図４：椋浦の常夜灯

図５：瀬戸田の常夜灯

隔地に運ばれた石造物である . 

　また , 松浜港の東隣である尾道港からも近世近

代を通じて , 数多くの石造物が北前船や尾州廻船

等により , 遠隔地に運ばれている . 

　このように , 安芸灘の地乗り航路を使用すれ

ば , 尾道港 , 松浜港 , 忠海港等 , 後背地に様々な

資源を持つ港湾注３に寄港することができる . 安芸

灘の地乗り航路が近世近代を通じて北前船等によ

り重要視されていたことがうかがえる . 

３　近世における
芸予諸島周辺の航路標識

　近世における航路標識としては , 石造常夜灯 , 

石造高燈籠 , 木造と石造を組み合わせた燈明台

（燈明堂）などがあるが , いずれも港町に整備さ

れているものが多い . 近代の灯台のように航路上

の沿岸部や島々の岬等設置されている事例は少な

く , 危険な岩礁等に石造標識が設置された事例は

確認できる . また , これらの航路標識は , 各港の

商人等によって寄進されたものが多く , 民間の力

によって , 航路の安全が保たれていたことがうか

がえる . 

　芸予諸島周辺の各港町に近世に整備された常夜

灯等は表 3 のとおりである . 

　この他に , 幕末に福山藩沼隈郡藤江村の山路熊

太郎 ( 機谷 ) による岩礁への暗礁標識設置 7）が

行われている . 『沼隈郡誌』に「近海の暗礁にコッ

プを伏たる如き石塁を築き , 以て航海者の為に便

せるが築造年号の明瞭なるもの左の如し」と記載

がある . 

嘉永元（1848）年　沼隈郡千年村字常石沖

嘉永元（1848）年　沼隈郡千年村阿伏兎沖

嘉永２（1849）年　佐伯郡宮島沖

嘉永２（1849）年　御調郡向島大磯沖歌浦

嘉永３（1850）年　沼隈郡百島村沖細

嘉永４（1851）年　豊田郡瀬戸田エンプ

嘉永５（1852）年　御調郡向島西村

　　　　　　　　　  岩子島向粒田

嘉永６（1853）年　豊田郡向田

嘉永６（1853）年　田島沖

　以上 , 芸予諸島周辺における石製常夜灯と暗礁

標識の概要である . 尾道港や鞆港 , 御手洗港など

の拠点となる中継港の常夜灯や航路沿いの常夜灯

が確認できる . 日本海沿岸や太平洋沿岸では , 方

角や天候を確認する日和山が整備され , 方角石な

どが現存している場所もあるが , 瀬戸内海では航

路上の目印となる島や沿岸の常夜灯 , 浅瀬を示す

標識が重要であった . それは ｢増補日本汐路之記｣

｢日本船路細見記｣ などに洲や瀬 , 岩礁の場所や風

の向き , 潮流などの情報が細かく記載されている

ことからも推測できる . 

　近世瀬戸内海の航路を安全にすすむためには , 
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図６：近世における芸予諸島周辺の航路と航路標識

こうした様々な情報と常夜灯などの航路標識が必

要だった . それは , 廻船商人だけでなく , 参勤交

代や朝鮮通信使などの公的な船舶が安全に航海

するためにも重要であり , 広島藩は蒲刈三之瀬 , 

福山藩は鞆の浦 , 松山藩は津和地を港として整備

し , 安芸灘の地乗り , 伊予の沖乗りともに公的な

航路となっていたと考えられる . 

　こうした航路に沿った場所での常夜灯などの航

路標識の整備の他に , 近世後半になると幕府や藩

命による海防施設整備が進んでいる . 文化年間か

ら外国船の到来が頻繁になり , フェートン号事件

等が起きると , 幕府は文政８（1825）年に異国

船打払令をだし , 外国船を見つけ次第砲撃し , 追

い払うよう定めた . こうした中 , 広島藩により作

成され , 文化 12（1815）年完成の ｢幕末広島藩

海防絵図｣（図７）には , 火
ひ

山
やま

( 狼煙 ), 遠見番所 , 

大筒 , 台場 ( 砲台 ) などが書き込まれている . こ

の火山と遠見番所の位置は , 因島椋浦 , 向島観音

崎 ( 余崎 ), 因島大濱 , 小細島 , 小佐木島 , 高根島

となっており , 明治 27（1894）年設置の芸予諸

島の灯台の位置とシンクロしていて , 非常に興味

深い . また , 火山の位置は , 中世に活躍した村上

海賊の海城の位置とも符号している . 因島椋浦の

一ノ城跡 , 向島観音崎の余崎城跡 , 因島大濱の幸

崎城跡 , 細島城跡等 , 火山の位置と符号もしくは

隣接地に位置している . 

　近世の海防設備がそのまま近代の灯台に取って

変わられた訳ではないが , 明治 27 年の灯台設置の

際にも , 航路が視認できる位置を確保することが

重要だったはずであり , 中世から近世そして近代

という時代変化の中でも , 芸予諸島の安芸灘の地

乗り航路が重要視されていたことがうかがえる . 

　

4　近代における
芸予諸島の航路標識と港湾

　芸予諸島において , 最初に航路標識が設置され

たのは , 実は明治 13(1880) 年に設置された長太

夫礁標である . 明治 13 年の工部省布達には , ｢長

太夫礁標｣ を ｢花崗岩をもって組成しその形円錐

にして , 頂を半球に作り大満潮の時水面より高さ

17 尺 , その色は赤黒の横線なり｣ とされている . 

これは , この後に改造される灯標ではなく , 近世

末に設置された石燈籠の延長ともいえる石造標識
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図７：幕末広島藩海防絵図（広島県立文書館所蔵）注４

である . 芸予諸島において , この長太夫礁標が最

初に設置されたということは , 布刈瀬戸を多くの

船舶が通過していて , 重要視されていたというこ

とであろう . 

　そして , 明治 27 年 5 月 15 日に , 芸予諸島の

布刈～三原～大下瀬戸に石造の灯台 8 基と長太

夫礁標が灯標に改造され , 同日点灯している . そ

の詳細は , 明治 27 年 4 月 27 日付け逓信省告示

｢愛媛廣島両県下に渉る布刈外二箇所に百貫島外

七燈台建設及び布刈瀬戸長太夫立標を改造す｣ に

記載されている注５. これらの航路標識が設置され

た理由として , 明治 37 年 (1904) 刊行の『燈臺

要覧』注６の大浜埼灯台の項に下記のとおり記載

されている . ｢布刈瀬戸は播防両洋における航路

にして , その間群島暗礁散在し且急潮奔騰するを

以て暗夜に際しては航海者方針を定るに苦しみ

空〃天明を待って進航し , 船舶の常に不便を感じ

たる所のみならず , 一朝有事に際し我軍艦の機を

失する處なんとせざれば , 誠に灯標設備の必要性

を認たる所なり . 明治廿六年其計画漸く成り布刈

瀬戸航路標識として , 百貫島 , 大濱埼 , 小佐木島 , 

高根島 , 大久野島 , 鮴埼 , 中ノ鼻 , 大下島及び長

太夫の九箇所に灯標を設備することとなり . 而し

て百貫島 , 大久野島及び大下島の三灯台のみ官舎

を設備し , 看守を配置し , 自余はこの三灯台に分

属す . これら灯標の設備成りて彼此前後灯光英照

し為に前日の如き不便を除脚したるのみならず , 

現に廿七八年の役の如き我軍艦のこの航路を経由

するものに向いて大いに便益を与えたり . ｣ まさ

に布刈～三原瀬戸航路に航路標識を設置すること

が望まれており , 設置後は日清戦争などの軍役に

も役立っていたことが分かる . 

　その後 , 明治 33(1900) 年に中渡島灯台が来

島海峡に設置されている . 中渡島灯台は , 明治

42(1909) 年に中渡島潮流信号所に改変され , 腕

木式昼間信号機が設置された . 明治 35(1902) 年

には , 大浜灯台とコノ瀬灯標が設置されたが , 当

時の同じ位置には残っていない . 同じく布刈～三

原瀬戸には , 明治 43(1910) 年に大濱崎通航潮流

信号所 , 高根島通航潮流信号所が設置され , これ

らのうち大濱崎通航潮流信号所のみ , 現在も通航

信号塔 , 昼間潮流信号機 , 夜間潮流信号塔 , 検潮

器浪除塔がセットで残っている . 

　また , 芸予諸島には , 明治時代に航路標識の他
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図８：大浜埼灯台

図９：重要文化財　旧大浜埼通航潮流信号所施設　　

　　（撮影　村上宏治）

に , 敵船の侵入を防ぐため , 明治 30(1897) 年か

ら明治 35 年にかけて , 大久野島と小島に芸予要

塞が整備された . 芸予要塞には , 砲台や弾薬庫 , 

発電所などがある . つまり , 芸予諸島には , 安全

に航路を進むための灯台と船の侵入を防ぐための

要塞の両方が同時期に整備されたのである . 

　このように, 明治20年代から40年代にかけて, 

芸予諸島には , 布刈～三原瀬戸航路と来島海峡航

路に航路標識が順次設置され , かつ国際情勢によ

り , 海上防御施設である芸予要塞が設置されるこ

ととなった . これは , 瀬戸内海の海上交通 , 特に

船舶の機能向上の前段階である明治時代には , 湾

曲し距離がかかる布刈～三原瀬戸航路を優先して

整備し , 船舶の交通量に対応することとしたもの

と考えられる . 

５　結語

　以上 , 近世近代を通じた芸予諸島周辺の航路と

航路標識の変遷を整理したが , ここから明治 27

年に布刈～三原瀬戸に 8 灯台 1 灯標が同時に設

置された理由が見えてくるのではないだろうか . 

　近世においては , 安芸灘の地乗り , 伊予の沖乗

り航路の 2 つが代表的な航路であり , 北前船等の

廻船も , 尾道や鞆の浦 , 忠海などの本州側の寄港

地に寄港できた . 特に安芸灘の地乗り航路は , 幕

末に整備された松浜港の飛躍もあり , 明治時代初

期から 20 年代にかけて主要な航路となっていた . 

特に尾道港は , 近代初期から様々な方面からの多

くの船舶が寄港する , あるいは定期航路の中継港

として , 重要な拠点でもあった８), ９). それは , 明

治 13 年に長太夫礁立標が芸予諸島で最初の航路

標識であることや , 明治 15 年刊行の『西南諸港

報告書』からもうかがうことができる . そして , 

明治 20 年代の山陽鉄道延線や軍事的緊張の高ま

り , 瀬戸内海を利用する国際航路等の増加など , 

様々な要因とともに , 元々重要な航路だった布刈

～三原瀬戸航路に新たな航路標識を設置すること

が求められたと考えられる . 

　こうした近世近代を通じた航路標識が現存し , 

かつ当時の船舶が航行していた島々の景観も良好

に残る芸予諸島周辺では , 北前船等の廻船が往来

していた当時の姿を如実に残している . 点在する

港町と海洋文化を結びつけるには , こうした航路

標識を活用し , 様々な体験コンテンツやツアーの

造成等を検討する必要がある . 今後 , 航路標識と

海洋文化に関わるストーリーを磨き上げることに

より , 北前船と航路標識 , そしてそこに関係する

海洋文化を一体的に発信し , 活用していくことが

求められている . 

脚注

注１北前船等に関する航路については , 下記文献

で整理されている . ただ , 近世と近代を分

けて論じられる場合が多い . 北前船のよう
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図10：近代における芸予諸島周辺の航路と航路標識

な廻船は近世近代を通じて活動しているこ

と , 瀬戸内特に芸予諸島のように航路が複

数想定されることを考慮すると , 近世近代

を通じた整理が必要と考えられる . 
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